
原

型
ハ
角
堂

な
六
角
堂
を
、
學
校
の
建
築
科
講
師
金
澤
庸
治
氏
に
、
設
計
を
御
依
頼
致

し
、
其
内
に
、
営
時
の
校
服
を
着
せ
ら
れ
た
先
生
を
、
御
納
め
す
る
事
と
決

定
致
し
ま
し
た
の
で
、
其
原
型
の
製
作
を
日
本
美
術
院
同
人
平
櫛
田
中
氏
に

御
依
頼
致
し
錨
造
は
阿
部
胤
齋
氏
に
御
依
頼
い
た
し
た
様
な
次
第
で
あ
り
ま

す
が
、
幸
ひ
學
校
に
岡
倉
先
生
が
校
長
室
で
御
使
用
に
な
っ
た
、
椅
子
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
其
椅
子
の
上
に
腰
掛
け
て
を
ら
る
4

、
在
り
し
日
の
面
影

を
男
需
た
ら
し
め
る
様
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
正
面
の
板
に
彫
刻
さ

れ
ま
し
た
、

A
sia
is 
o
n
e

と
云
ふ
文
句
は
、
先
生
の
御
著
古
『
東
洋
の

理
想
』
の
巻
頭
語
を
、
御
令
弟
の
岡
倉
由
三
郎
氏
が
揮
砥
さ
れ
、
平
櫛
田
中

氏
の
彫
刻
で
あ
り
ま
す
。
又
其
裏
面
の
銅
板
の
文
字
は
、
正
木
直
彦
先
生
の

謡
井
に
書
で
あ
り
ま
し
て
、
銚
刻
は
消
水
編
蔵
赦
授
に
御
願
ひ
致
し
ま
し

た
。
屋
根
の
頂
上
の
擬
野
珠
は
、
＿帝
國
美
術
院
會
員
香
取
秀
箕
氏
に
御
依
頼

を
致
し
ま
し
て
、
夫
々
非
常
な
御
盛
力
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
下
略
〕

か
く
て
銅
像
は
校
庭
の
ほ
ぽ
中
央
に
あ
る
紅
葉
山
（
現
在
地
）
に
建
て
ら
れ

た
六
角
堂
の
中
か
ら
本
校
を
見
つ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
沢
庸
治
の
報
告

（
同
誌
）
に
よ
れ
ば
、
建
物
は
藤
原
後
期
の
様
式
に
多
少
近
代
味
を
加
え
た
純

和
風
の
も
の
で
、
数
百
年
を
経
た
良
質
の
木
曾
檜
を
用
い
、
同
年
五
月
十
九
日

起
工
、
同
年
九
月
二
十
三
日
に
落
成
、
施
工
者
は
曾
我
徳
造
で
あ
っ
た
。
股
用

お
よ
び
制
作
期
間
は
「
金
品
寄
付
二
関
ス
ル
書
類
」
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

七
五

0
0円

10
0
0円

昭
和
七
年
一
月
十
日
稽
手

同

年

八

月

二

十

五

日

竣

工

昭
和
七
年
三
月
十
五
日
沿
手

同

年

五

月

二
十
八
日
竣
工

な
お
、

昭
和
七
年
六
月
一
日
着
手

同

年

十

月

十

五

日

竣

工

昭
和
六
年
十
二
月
十
五
日
着
手

同

七

年

三
月
十
日
竣
工

こ
の
銅
像
の
建
設
に
つ
い
て
、
新
聞
の
な
か
に
は
こ
れ
を
従
来
兎
角

対
立
し
勝
ち
で
あ
っ
た
官
展
派
と
院
展
派
の
和
解
の
象
徴
と
し
て
報
じ
た
も
の

も
あ
る
。
昭
和
六
年
九
月
二
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
「
多
年
の
反
感
を
捨

て
帝
展
院
展
雨
派
の
握
手
恩
師
岡
倉
氏
の
像
を
回
り
美
術
の
秋
の
快
報
」
と

い
う
見
出
し
で
大
き
く
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
正
木
直
彦
が
校
長
を
辞
任
す

る
の
は
こ
の
翌
年
で
あ
る
。
彼
が
建
設
を
発
案
し
、
鋭
慈
実
現
に
つ
と
め
た
の

は
、
在
任
中
に
美
術
界
の
禍
根
を
絶
ち
た
い
と
い
う
気
持
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

⑨

岡
倉
由
三
郎
を
講
師
に
採
用

昭
和
六
年
十
月
六
日
、
英
語
学
の
泰
斗
岡
倉
由
三
郎
(
-
八
六
八

S
一
九
―――

六
）
が
英
語
授
業
担
当
講
師
（
無
報
酬
）
に
採
用
さ
れ
、
翌
七
年
五
月
十
四
日

に
解
嘱
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
名
目
上
の
採
用
で
、
米
国
ト
レ

ド
ー
市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
美
術
（
日
本
画
）
展
買
会
に
美
術
使
節
と
し
て
岡

倉
を
派
述
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。
同
月
八
日
に
は
早
く
も
岡

倉
の
外
国
出
張
の
許
可
が
文
部
省
か
ら
下
り
て
い
る
が
、
本
校
が
作
成
し
た
派

逍
上
申
案
を
見
る
と
、
出
張
地
は
北
米
合
衆
国
お
よ
ぴ
欧
州
諸
国
。
期
間
は
昭

和
六
年
十
月
か
ら
同
七
年
三
月
末
日
ま
で
の
約
六
ヶ
月
間
、
目
的
は
米
国
井
び

に
欧
州
諸
国
内
に
お
け
る
美
術
上
に
関
す
る
視
察
研
究
の
為
め
と
記
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
旅
費
は
本
校
校
館
費
の
内
よ
り
支
給
と
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
な

ド
イ
ツ

昭
和
初
期
に
は
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

ど
で
政
府
肝
煎
り
の
日
本
画
展
覧
会
が
次
々
と
開
か
れ
、
正
木
直
彦
は
開
催
に

石 鋳

台 造

七
七
五
円

ニ
四

0
0円
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あ
た
っ

て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
が
、
昭
和
六
年
に
は
ト

レ
ド
ー
市
、

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
か
ら
も
開
催
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
正
木
は
政
府
（
文
部
省
）
と
協
議
の
上
、
米
国
と
わ
が
国
の
美
術

界
と
の
掛
け
橋
で
あ
る
岡
倉
天
心
ゆ
か
り
の
日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
を
米
国

に
派
遣
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
観
に
支
障
が
生
じ
た
の
で
、
大
観
の
推
薦
に
よ

っ
て
天
心
の
弟
で
あ
る
岡
倉
由
三
郎
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
本
校
講
師
と
し
て
公
務
で
出
張
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
の
は
正
木

の
政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
で
、
岡
倉
天
心
記
念
銅
像
の
建
設
と
い
い
今
回
の

こ
の
措
置
と
い
い
、
退
官
を
控
え
た
正
木
の
、
日
本
美
術
院
と
官
設
展
お
よ
び

本
校
と
の
融
合
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、

後
述
(
6
0
8
頁
参
照
）
の
よ
う
に
岡
倉
由
三
郎
の
渡
米
は
下
村
観
山
筆
「
天
心
岡
倉

先
生
」
草
稿
が
本
校
へ
寄
贈
さ
れ
る
―
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。

⑩

日
本
版
画
協
会
設
立
と
本
校
版
画
科
設
置
運
動

日
本
の
近
代
版
画
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
日
本
創
作
版
画
協
会
が
大
正
八
年

に
創
立
し
、
本
校
に
版
画
科
を
設
置
す
る
こ
と
を
活
動
目
標
に
掲
げ
た
こ
と
は

既
に
本
書
第
二
巻

(786
頁
）
に
記
し
た
が
、
そ
の
後
版
画
を
試
み
る
人
が
増

え
、
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
版
画
科
設
置
問
題
も
次
第
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

覧
会
を
見
て
美
校
に
版
画
科
設
置
を
熱
望
す
」
（
大
正
十
一
年
二
月
十
七
、
十
八
、

二
十
日
『
読
売
新
聞
』）
な
ど
を
読
む
と
そ
の
熱
意
の
程
が
窺
わ
れ
る
。

昭
和
二
年
、
第
八
回
帝
展
の
第
二
部
（
洋
画
）
に
初
め
て
版
画
の
出
品
が
受

理
さ
れ
て
官
設
展
で
も
版
画
家
の
活
躍
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
版
画
出
品

者
は
間
部
時
雄
、
寺
崎
武
男
、
諏
訪
兼
紀
、
恩
地
孝
四
郎
、
前
川
千
帆
、
吉
田

プ
し
て
来
た
。
特
に
山
本
鼎
は
こ
れ
を
強
力
に
提
唱
し
た
一
人
で
、
「
版
画
展 二

の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
展
は
同
年
九
月
に
開
催
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん

博
、
織
田
一
磨
、
永
瀬
義
郎
、
亀
井
藤
兵
衛
、
野
村
俊
彦
、
渡
辺
光
徳
ら
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
気
運
に
促
さ
れ
て
か
、
本
校
内
で
も
翌
一―
一
年
春
に
校
友
会
文

芸
部
臨
時
部
の
一
っ
と
し
て
版
画
部
（
椎
ノ
木
社
）
が
生
ま
れ
、
彫
刻
科
、
西

洋
画
科
の
生
徒
数
名
が
和
田
季
雄
、
鈴
川
信
一
ら
の
指
母
の
下
に
毎
学
期
一
回

の
小
展
覧
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
部
員
の

三
木
凱
歌
が
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
三
号
に
寄
せ
た
活
動
報
告
の
中
に
「
営
校
に
西

洋
蓋
科
の
副
科
と
し
て
、
版
聾
部
設
置
の
論
が
起
つ
て
居
る
折
柄
、
自
分
等
は

そ
の
さ
き
が
け
と
な
る
べ
く
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
記
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
昭
和
四
年
七
月
頃
に
は
校
内
に
も
版
画
教
育
開
始
の
兆
し
が
見

え
始
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翌
五
年
春
に
は
本
校
教
授
岡
田
三
郎
助
を

は
じ
め
、
大
久
保
作
次
郎
、
織
田

一
磨
、
小
出
楢
重
、
田
辺
至
、
寺
崎
武
男
、

中
村
研
一
、
間
部
時
雄
、
渡
辺
光
徳
ら
が
同
人
と
な
っ
て
洋
風
版
画
会
を
起
こ

し
、
五
月
に
第
一
回
展
を
開
い
た
。
ま
た
、
同
年
秋
に
は
留
学
以
後
盛
ん
に
工

ッ
チ
ン
グ
の
研
究
、
制
作
を
試
み
て
い
た
田
辺
至
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会

月
報
』
第
二
十
九
巻
第
五
号
に
「
エ
ッ
チ
ン
グ
の
技
法
」
と
題
す
る
詳
細
な
論

文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
気
運
を
一

陪
盛
り
上
げ
た
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

昭
和
六
年
一
月
八
日
に
は
日
本
版
画
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
は
日
本
創

作
版
画
協
会
、
洋
風
版
画
会
そ
の
他
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
会
長
は

岡
田
三
郎
助
、
常
務
委
員
に
恩
地
孝
四
郎
、
硲
伊
之
助
、
田
辺
至
、
前

川

千

帆
、
平
塚
運
一

、
山
本
鼎
、
清
宮
彬
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
国
際
版
画
展
覧

会
の
開
催
、
定
期
的
版
画
展
覧
会
の
開
催
、
学
芸
的
版
画
の
研
究
お
よ
び
東
京

美
術
学
校
に
版
画
科
を
新
設
す
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と
を
活
動
目
標
に
定
め
た
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